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No. 号 号 No.

分 2 年 1 1 2 年 分

分 2 年 25 21 2 年 分

分 2 年 3 2 2 年 分

分 2 年 9 14 1 年 分

分 2 年 21 19 2 年 分

48 分 2 年 6 6 2 年 分

61 分 2 年 8 8 1 年 分

分 2 年 7 15 2 年 51 分

分 2 年 11 11 2 年 分

分 2 年 13 20 1 年 51 分

分 2 年 10 10 2 年 分

分 2 年 12 12 1 年 分

分 2 年 2 4 1 年 分

分 2 年 4 5 1 年 分

分 2 年 22 27 2 年 分

分 2 年 5 18 2 年 分

6 分 2 年 14 22 2 年 分

分 2 年 19 9 2 年 分 20

分 2 年 23 16 2 年 分 15

8 分 2 年 18 29 1 年 分
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公 式 記 録 
(一社)兵庫県サッカー協会 

兵庫県高体連サッカー部 

主審
署名 木村　翔太令和６年度兵庫県高等学校サッカー新人大会 準決勝 54

日  時 2025 2 8 13 10 キックオフ 会  場 アスパ五色メイングラウンド

天  候 晴れ 強風 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 良好 試合形式 70  延長 0 ／  PK戦

運営責任者 笠原　弘樹 会場主任 田村　孝次 記  録 渡邉　悠 後藤　大輔 観 衆 638

主  審 木村　翔太 副審１ 別處　大輝 副審２ 井上　礼都 第４の審判員 藤原　悠人

 チーム名

0
(３)

前半

0
(４)

 チーム名

神戸星城高校 後半 神戸弘陵学園高校

○×  先 PK戦 ○×

延前

選手番号 P
K
戦

延後 P
K
戦

選手番号

OUT時間 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前
選　手　名 (学年)

シュート 交代

延後 OUT時間

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置

GK 宮森　   司澤西　康太 GK

DF 信宮　一稀1 山本　恭平 DF

DF 今井 凛太朗梅田　哲兵 DF

DF 川崎　絢梧 1オパラ チヌアフランクリン DF

DF 玉田　葉流大磯　敦紀 MF

MF 梅原　良弥 1小柳　和輝 MF

MF 松浦　旺生 1森本　琉星 MF

MF 高嶋 胡汰郎末谷　太一 MF

FW 池　   壱樹 3藤井　耀丈 FW

FW 鈴木　峻也金髙 凛太郎 FW

FW 野元　幹太 12 天野　瑛太 FW

GK 山岡　恭大佐伯　陽向 GK

DF 矢野　秀汰武本　華采 DF

DF 星山　蒼空岳藤　颯良 DF

DF 仙波　昊大希代　憲優 DF

MF 髙田 茶太郎西川　速真 MF

MF 柴田　聖士郎小山　柊吾 MF

FW 白石　蒼悟浦野　朝日 MF

FW 藤村　彩人田中　   瑛 MF

FW 丸山　瑛太郎武田　涼佑 FW

3 0 3

前半 チーム合計時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半

シュート

警・退 氏　　名

0 7 7

事 由前半 後半 合 計 時 間

0 0 0

10 9 1 Ｇ Ｋ 6 2 8

2 0 2 Ｃ Ｋ 4 2 6

間接ＦＫ1 0 1

3 直接ＦＫ 1 3 45 2

 ［警告事由］  反ス・ラフ・異議・繰返・遅延・距離・無入・無去                 ［退場事由］  不正・乱暴・つば・阻(手)・阻(他)・侮辱・警２

時 間 チ ー ム 得点者 スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ

0 0 00 0 0 Ｐ Ｋ
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戦

評

[備 考]

戦評者 所 属 川西緑台／小野　 氏 名 山下／山口　

強風の中、お互い１－４－２－３－１のシステム、神戸弘陵キックオフで試合開始。神戸弘陵6梅原を中心に長短織り交ぜたパスを用い、コートを幅広く使

う神戸弘陵に対し、ビルドアップで相手の隙を伺い、神戸星城10天野へ配球を伺う展開が続く。神戸弘陵は両サイドハーフがダイレクトのフリックパスを

フォワードへ入れ、連動・連続した攻撃でゴール前へ侵入を試みるも、シュートまでいけない。一方の神戸星城も、10天野が良い状態でボールを保持すると

チャンスが増えたが、シュートも枠を少し外れるなど、あと一歩得点ができない。後半開始後も一進一退の攻防で、目まぐるしく攻守が入れ替わる展開が続

く。神戸星城は良い予測と駆け引きから、インターセプトでボールを奪う機会が増え、前向きに前線へ運ぶ場面とカウンターが効果的だったが、神戸弘陵2

今井を中心に高い集中力で、ゴール前の侵入を許さない。神戸弘陵は、前がかりで中盤の間延びを見逃さなかった10野元がボールを受け、前向きにボールを

前進することで、11池がペナルティエリアへ侵入する場面が増えた。しかし、神戸星城の守備も高い集中力で互いにゴールを許さない。その後も互いに攻守

が激しく入れ替わりながらゴールを目指すも得点は動かず後半終了のホイッスル。PK戦の末、神戸弘陵が決勝戦へ駒を進めた。


